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謙虚さが人を高める 

尊敬すべきムスリムの皆様！ 

全能のアッラー（スブハーナワタアーラー）は、次

のように告げておられます。「慈愛あまねく御方の

しもべたちとは、慎ましやかに地上を歩む人々のこ

と。...」i 

また預言者ムハンマド（彼の上に祝福と平安あれ）

は、ハディースの中で次のように語っています。

「アッラーは審判の日、かれのために謙虚さを示し

た慎ましい人々をほめ称えるだろう。また審判の日、

横柄でうぬぼれていたごう慢な人々を引き下ろすだ

ろう」。ii 

親愛なるムスリムの皆様！ 

私たちにとり預言者ムハンマド（彼の上に祝福と平

安あれ）は、ムスリムとしての謙虚さの模範であり

ます。彼は質素でつつましい生活を送りました。iii 

彼は人々を、同じ人間どうしとして大切にし、また

尊重したのです。謙虚さとは、楽園に入る人々の特

徴のひとつであるということを知っていたのでしょ

う。iv 彼は私たちに対し、ムスリムの兄弟、姉妹た

ちを見下すことはそれだけで十分に悪行であると警

告しています。v 謙虚さという個人的な資質が、ア

ッラーの御許においてはその人を他の人々よりも秀

でた者とすることについて、彼は次のように語って

います。「アッラーは寛容な者の尊厳を高め、また

謙虚な者を引き上げたもう」。vi 

親愛なるムスリムの皆様！ 

イスラームは、ムスリムがその魂に謙虚さを宿すよ

う促す一方で、同時に、ごう慢さからできる限り距

離を置くよう警告しています。これについては「ご

う慢さとは、真実を拒否し、人々を軽んじることを

意味する」vii というムハンマド（彼の上に祝福と

平安あれ）言葉に言い表されている通りであります。 

ごう慢な人々は、世界が自分たちを中心に回ってい

ると考えています。自分以外の人々を軽んじ、背を 

i Furqan, 25/63.  
ii (Ibn Hanbal, II, 76) 
iii Muslim, Zuhd, 33. 
iv (Bukhari, Adab, 61) 
v (Muslim, Birr, 32)  

向けてしまいます。しかしムスリムは、たとえどの

ような理由があろうと決して誰かを軽んじてはなり

ませんこの点について預言者ムハンマド（彼の上に

祝福と平安あれ）は、次のように私たちに警告して

います。「アッラーは私に、あなた方は謙虚である

べきであり、お互いに間違ったことをしてはならな

いと命じている」。viii 

親愛なる信仰者の皆様！ 

他のすべての事柄と同じように、ムスリムは、謙虚

さについても決して過剰に追い求めるべきではあり

ません。これは、ムスリムは謙虚な生活を送るよう

義務付けられている一方で、同時に自分自身の、ま

たムスリムの兄弟、姉妹たちの名誉を守る責任も負

っているからであります。ムスリムを見下す人々に

対しては、品格ある穏やかな態度を保ち、ムスリム

の名誉と尊厳を守るために力を尽くします。全能の

アッラーの戒めを、心に刻んでいるのです。すなわ

ち、「ムハンマドはアッラーの使徒である。彼と共

にある者は、信仰なき者を寄せつけない。しかし互

いに対して慈悲深い。...」ix 

尊敬すべき信仰者の皆様！ 

私たちの人生のあらゆる場面において謙虚さを取り

入れるようにしましょう。誰のことも傷つけないよ

うにしましょう。現世の一時的な欲望に陥って、お

互いを悲しませることのないようにしましょう。現

世の生を牢獄に、また来世の永遠の生を地獄に変え

てしまうごう慢、高慢、偽善を避けるようにしまし

ょう。他人を見下したり、また他人に向かっていや

な顔を作ったりしてはなりません。ごう慢に地上を

歩くことのないようにしましょう。全能のアッラー

（スブハーナワタアーラー）は、ごう慢な者やうぬ

ぼれる者を愛したまわないということを忘れずにい

ましょう。 

vi Muslim, Birr, 69.            
vii Muslim, Iman, 147. 
viii Muslim, Jannah, 64. 
ix Fath, 48/29. 

 


